
１ 基本方針、育成する人物像、育成する資質・能力 ５ 学校関係者評価（総合）

２ 重点目標

３ 自己評価　　項目ごとに5,4,2,1点の4段階で評価。達成状況は、Ａ…平均4.0以上　Ｂ…平均3.0以上4.0未満　Ｃ…平均3.0未満。 ６ 自己評価への関係者評価

取組 昨年比 総合

1.指導計画の作成及び観点別評価と指導の一体
化

B(3.1)

２.習熟度別少人数授業（英・数）の実施 B(4) ▽-0.2

3.新学習指導要領を踏まえた探究活動の授業 B(3.5)

４.補習（平常・長期休業中）の実施 B(3.7) ⬆0.1

５.英語4技能試験の活用 B(3.9) ±0

６.海外探究活動・海外語学研修の実施 B(3) ⬆0.2

７.国際交流（姉妹校交流、オンライン活用） A(4.1) ⬆1.4

８.大学模擬授業、大学フォーラムへの参加 B(3.9) ⬆0.4

９.GLiSリーダーシップワークの実施 A(4.5)

10.専門機関講師による科学探究・実験講座 A(4)

11.校訓に基づいた校風の醸成 B(4) ⬆0.3

12.生徒会活動の活性化 A(4.4) ⬆0.4

13.生徒主体の県伊祭（文化祭） A(4.5) ⬆1.5

ふるさと意識の醸成 14.地域課題探究の実施 B(3.8) ⬆1.2

15.生徒主体の体育祭・球技大会 A(4.4) ⬆0.1

16.活動方針に基づいた部活動の実施 A(4.2) ±0

17.登下校等の安全確保 A(4) ⬆0.3

18.WBGTによる熱中症対策 B(4) ±0

19.研究授業週間等、授業改善の取組 B(3.9) ⬆0.1

20.外部研修への参加・校内研修の実施 B(3.7) ⬆0.4

21.1人一台端末利用に向けた活用研究 B(3.6)

22.校務支援システムの運用 A(4.3) ▽-0.1

23.定時退勤日、ノー会議デーの徹底 C(2.3) ▽-0.3

24.情報セキュリティー徹底、情報資産管理 B(3.5)

25.校内委員会等の活性化 B(3.6) ⬆0.1

いじめ・不登校への対応 26.いじめアンケートによる早期発見・対応 A(4.3) ±0

外部機関との連携 27.地元企業・自治体・大学等との連携 B(3.6) ⬆0.5

28.PTAと連携した一斉メール配信 A(4.2) ⬆0.2

29.広報誌「緑樹」の発行 A(4.5) ⬆0.1

30.HP・ブログ等の発信 A(4.5)

31.生徒主体のオープンハイスクール A(4.3) ⬆0.2

32.同窓会・PTAとの参画・協働 A(4.1) ▽-0.1

33.学校評議員会、学校評価の改革 A(4.1) ⬆0.1

４ 兵庫県教職員資質向上指標による自己点検　　5段階で評価したのち、3段階（できている・できていない・わからない）の人数割合を表示。
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15.日頃から、ストレスマネジメントに努めるとともに、教員として自覚ある行動をとることができる。

16.適切な言動を心がけ、児童生徒や保護者等からの信頼確保に努めている。

17.日々の実践等を振り返り、自らの教育活動の工夫・改善に努めている。
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10.「教職員の勤務時間適正化推進プラン」をもとに、ワーク・ライフ・バランスや勤務時間の適正化を意識しながら、計画的に仕事を進めること
ができる。

11.児童生徒への指導等に関して、同僚・先輩や管理職等に相談し、指導に生かすことができる。

組織的対応力

12.校内における自分の役割を認識し、校務分掌を的確かつ効率的に遂行できる。

13.校内の情報を適切に管理し、取り扱うことができる。

14.学校安全のための危機管理を理解し、事件や事故、トラブルに適切に対応することができる。
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６.いじめ、不登校などの教育課題の緊急性や重要性を理解し、その予防・解決に取り組むことができる。

７.学年・学級目標の実現に向け、学級経営案やホームルーム計画の立案・実行・改善ができ、児童生徒が安心して過ごせる学級づくりに取り組む
ことができる。

一人一人の能力
を高める力

８.児童生徒との適切な距離を保ちながら、生活背景や内面の理解に努め、カウンセリングマインドとストレスマネジメントに基づく指導を行うこ
とができる。

９.保護者や関係機関と連携を図りながら、個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成できる。
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１.学校教育目標や児童生徒の実態を踏まえた年間指導計画を作成し、計画的に授業を進めることができる。

２.学習指導要領の目標や内容に基づき、児童生徒の実態に応じた授業を設計することができる。

３.主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくりに取り組むことができる。

４.評価規準等に基づき、児童生徒の学習状況を把握・評価し、指導方法の改善につなげることができる。

５.わかる授業づくりに向けて、ＩＣＴ機器等を活用することができる。

○家庭・地域との連携や、同窓会を含む地域からの支
援はこの研究をする上でも大きな力となっている。こ
れが県立伊丹の強みであることを忘れず、今後も「三
方よし」の精神で果敢に発信して巻き込んで力を借り
ていくのがよい。
○大変に素晴らしい取り組み結果である。HPやブロ
グを利用した情報発信はこれからの時代に必要不可欠
だと考える。

地域への情報発信

教員としての資質の向上に関する指標
よくできている

まあまあできている

あまりできていない

できていない
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教職員の資質・
能力の向上

教職員の資質・能力の向上

B

○特別支援の職員研修など授業改善の研

修を行った。

○１人一台端末利用に向けた活用研究は

来年度に向けて急務な課題である。

○個々に定時退勤日を設定しているが徹

底するには、校務支援システムを有効に

活用し業務改善を行うことが来年の課題

である。

○ＩＣＴ機器の利用が急速に高まり、教

員の情報セキュリティーの管理徹底は必

須である。ＩＣＴ推進委員会が全体に周

知した。

○探究活動の取組みで企業や自治体と新

しい試みを実践することができた。

家庭と地域によ
る学校と連携し
た教育の推進

家庭との協働

A

○オープンハイスクールは時期を他校と

別日開催になるように設定した。学校長

の挨拶をＷｅｂに変更し、生徒による説

明・活動披露も好評。

○中学校への学校説明会が中止となり、

全中学校に学校案内を配付。ＨＰやブロ

グを通じて本校の活動を発信した。

○同窓会、ＰＴＡの学校活動への参加と

支援は本校の大きな力となっている。

○「システム」は作ったが、作った人と、利用する人
がしっかりとコミュニケーションをとらないと、いざ
運用する際には上手くいかないことがあります。管理
者側と使用者側のコミュニケーションを密に願う。

教職員の働き方改革の推進

学校の組織力の
強化

情報共有

B

○昨年末より様々な企業のHPやシステムにハッカー
からの攻撃が増加している。情報セキュリティー管理
には、一人一人の理解と行動が重要ですので、「心当
たりのないメールは開かない」など、一層の取り組み
を行う必要がある。

○探究フォーラムの生徒の活動や運営を見ても、生徒
の成長が良く分かる。
○生徒自らが、他の生徒たちに「校風」を伝えること
は、非常に重要なことです。企業における「企業理
念」と同じように、高校という「一つの船」で皆が高
校の理念を共有されることは良い事ですし、それが生
徒が自分で考え、行動したものであれば大変に評価さ
れる。

「健やかな体」
の育成

心・技・体の醸成

A

○球技大会は感染症対策を考え、3学年

それぞれが工夫した球技大会を行った。

○学校付近の自転車マナーは良い。

○交差点での安全意識が不十分。

○夏季休業中のＷＢＧＴの周知徹底には

改善が必要。

○安全意識が不十分、周知徹底には改善が必要と自ら
問題点を把握しているのであれば総合評価もAに疑問
が生じる、検討するべきである。課題が見えているこ
とは、次への取り組み、行動計画へと結びつける事が
出来るという事です。健康教育・安全教育

○「学力向上の推進」…難しいことだが「確かな学
力」の育成の中で、ここが一番基盤となる部分ではな
いかと思う。他の2施策とこれとは相互に高め合う関
係だと思うが、他の2施策よりも達成状況が低く、か
つ昨年比も低いことは気になる。　　　　　　取組
「7，9，10」については、工夫して良く取り組まれ
たと評価する。
○生徒自らが、他の生徒たちに「校風」を伝えること
は、非常に重要なことです。企業における「企業理

念」と同じように、高校という「一つの船」で皆が高
校の理念を共有されることは良い事ですし、それが生
徒が自分で考え、行動したものであれば大変に評価さ
れるものと思います。
○英語力は重要であるため、A評価に引き上げて欲し
い。

国際理解を深める教育 B
○海外探究活動や国際交流は、現地での

交流は実施できなかったが、台中二中な

どオンライン交流を行う事ができた。

理数教育の充実 A

○GLiSの自主的な活動を計画し、コロ

ナ禍の中、スターウッチングなど地域へ

の取組みを実現できている。

○京都大学への大学フォーラムに参加

○スプリング８の施設見学を実現
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「確かな学力」
の育成

学力向上の推進 B

○新学習指導要領が新入生から導入され

る事を受け、観点別評価と指導の一体化

について研修を重ねた。来年度はその検

証を行い、見直すことで確立していくこ

とが課題。

○来年度は探究活動をどのようにキャリ

アにつなげるか検討を進めたい。

「豊かな心」の
育成

人間力の育成

A

○コロナ禍の中、県伊祭の内容を縮小し

て実施した。

○始業式や終業式などで生徒会が生徒へ

校風を伝え、応援歌を復活してくれた。

自分たちで考え、行動できる力が育成さ

れた。

令和3年度　兵庫県立伊丹高等学校　学校評価

　　基本方針
　　　ア　人への信頼と愛情を基盤とした、誠実な社会人に必要な知、徳、体を調和して高めるとともに、優れた実践力を持つ個性を育成する。
　　　イ　自己の特性を発揮するとともに、他人への思いやりの心をもって、社会の平和及び文化の向上に資する人物を育成する。
　　　ウ　そのため、創立以来１１８年間受け継いできた歴史と伝統を継承するとともに、時代の進展や社会の発展に対応する校風を樹立する。
　　育成する人物像
　　　グローカル・リーダー＝世界（グローバル）や地域（ローカル）の課題を自分の課題とし、解決に向けて探究するとともに､仲間と一緒に活動する人物
　　育成する資質・能力
　　　ア　確かな学力　(ｱ) 読解力（知識･技能を身に付け､ありのままに理解する力）　(ｲ) 思考力（知識･技能を活用し､論理的･批判的に考え､判断する力）
　　　　　　　　　　　(ｳ) 協働力（貢献の意志を持ち､多様な人々とともに活動する力）　(ｴ) 探究力（自ら問いを発し､調査･研究を深め､発信する力）
　　　イ　豊かな心（校訓）　(ｱ) 誠実（偽りのない真心）　　(ｲ) 克己（己に打ち克つ心）　　(ｳ) 忠恕（他を思いやる心）
　　　ウ　健やかな体　　(ｱ) 体力・運動能力　　(ｲ) 健康・安全意識

○全体的に見て、本年度はコロナ禍で様々な制約を受
ける中、良く成果を上げられたと思う。　「3 自己評
価」では、多くの項目の達成状況が昨年よりUPして
いることからも、努力の跡が見受けられる。
○「育成する人物像」については、今の県立伊丹らし
さのある良いねらいであると思うとともに、成果も期
待でき今後が楽しみである。　重点目標の構成はよく
錬られていると思う。
○「確かな学力」の育成には、「自らの気付き、きっ
かけ」が大切だと考える。国際のｵﾝﾗｲﾝ交流や大学で
のﾌｫｰﾗﾑ、企業及び施設見学などは、生徒たちに大き
な影響を与えるものである。
○発表する課題に対しても自分たちが何故この課題を
選択したのか、収集したデータは本当にこれで良いの
か、導き出した結論は本当にそれで良いのかデータと
の整合性は、と自分たちで考える癖がつけば、より充
実した物になり、発表の際も「自信」をもって出来る
ことである。
○県高ポリシーは、いつの時代にも通用する普遍的な
内容となっている。

県高ポリシーを実施する。
１　県高グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）
　ア　育成を目指す人物・・・世界や地域の課題を自分の課題として、解決に向けて探究するとともに､仲間と一緒に活動する人物、グローカル・リーダー（ＧＬ）を育成し
ます。
　イ　GLに求められる資質・能力・・・座学のみならず地域等と連携した多彩な活動等に取り組み、将来予測が困難な時代に未来を切り拓くGLに必要な３つの心（校訓）と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４つの力（理解力、思考力、協働力、探究力）を身に付けます。
 ２　県高カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
　　GLに求められる３つの心と４つの力を育成するため、次の方針に基づいて教育課程を編成・実施する。
　ア　基本方針・・・幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに健やかな身体を養い、生徒が個性や資質・能力に応じた多
様な
　　　　　　　　　　将来の進路を実現できるように教育課程を編成・実施します。
　イ　「県高 SAKURA Project-X（クロス）」の実施・・・探究活動、理数活動、理数活動、国際活動、ことば文化活動、自主活動

基本方針 基本的方向 施策 取　組
達成状況

取組状況・改善方策 評価項目ごとの評価
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